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～目指した取り組みと三重県における今後の課題～

三重県が切り拓いてきた
アルコール健康障害対策基本法

三重県立こころの医療センター地域生活支援部技師長
兼 ユースメンタルサポートセンター長
精神保健福祉士・社会福祉士

山 元  孝 二

　

皆
さ
ん
は
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策

基
本
法
（
以
下
、
基
本
法
）
を
ど
こ
か
で

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

法
律
は
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月

に
成
立
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
の
法
律
。
そ
れ
ま
で
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
の
法
律
は
、
大
正
11
年
に
公

布
さ
れ
た
「
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
」
と

昭
和
36
年
に
制
定
さ
れ
た
「
酒
に
酔
っ
て

公
衆
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
」
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

基
本
法
が
成
立
さ
れ
る
ま
で
の
経
過

と
、
現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
基
本

法
の
発
案
者
・
大
功
労
者
で
あ
る
猪
野
亜

朗
Ｄ
ｒ
に
確
認
し
た
こ
と
を
交
え
な
が

ら
、
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

吉
田
兼
好
は
、「
徒
然
草
」
の
中
で
は

こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
が
、
世
間
で

は
「
酒
は
百
薬
の
長
」
だ
け
が
先
行
し
て

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
民
全
体
の
飲
酒
量
が
減
っ
て

き
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
平
成
25

年
に
厚
生
労
働
省
の
研
究
班
よ
り
、
全

国
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
経
験
者
は

１
０
９
万
人
と
推
計
さ
れ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
治
療
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
は
た
っ
た
の
５
％
。
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
問
題
に
よ
る
年
間
の
死
亡

者
数
は
３
・
５
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
結
果
を
三
重
県
に
置
き
換
え
る

と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
経
験
者
数
は
、

１
・
６
万
人
と
推
計
す
る
事
が
で
き
ま

す
。

　

私
が
、
三
重
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン

タ
ー
の
ア
ル
コ
ー
ル
専
門
病
棟
に
赴
任
し

た
の
が
平
成
８
年
で
す
。

　

当
時
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
は
非

常
に
深
刻
で
あ
り
、
飲
酒
に
関
連
す
る

医
療
費
は
約
２
兆
円
（
総
医
療
費
の
約

７
％
）
を
占
め
、
飲
み
過
ぎ
に
よ
る
社
会

的
損
失
は
見
積
も
れ
る
範
囲
だ
け
で
も
年

間
４
兆
１
４
８
３
億
円
に
達
し
、
な
ん
ら

か
の
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
を
有
す
る
人

は
６
５
４
万
人
、
飲
酒
の
強
要
・
酩
酊
し

て
の
暴
言
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
被
害

者
数
は
３
０
０
０
万
人
を
超
え
、
飲
酒
運

転
、
Ｄ
Ｖ
の
背
景
に
は
高
率
に
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
や
多
量
飲
酒
の
問
題
が
あ
り
、

平
均
死
亡
年
齢
も
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

方
は
52
歳
前
後
と
い
う
厚
生
労
働
省
の

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
の
偏
見
、
否
認
と
い
う

病
気
の
特
性
、
一
般
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
拒

否
・
放
置
・
及
び
腰
の
た
め
に
、
折
角
一

般
病
院
に
て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
介
入

の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
な
が
ら
も
、
専
門
治

療
に
到
達
す
る
こ
と
な
く
身
体
的
治
療
の

み
に
終
始
す
る
こ
と
が
多
く
、
専
門
治
療

に
繋
が
る
の
に
７
・
４
年
を
要
し
て
い
た

と
い
う
三
重
県
で
の
調
査
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
治
療
に
繋
が
る
の
は
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
者
の
２
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
背
景

に
、
内
科
医
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
ア
ル
コ
ー
ル
医
療
の
側
で
は
当
然
視

さ
れ
な
が
ら
も
、
大
阪
の
限
ら
れ
た
地

域
、
限
ら
れ
た
大
学
で
試
行
さ
れ
て
い
た

に
過
ぎ
ず
、
病
院
現
場
に
根
ざ
し
た
連
携

医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
は
全
国
ど
こ

で
も
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
、
三
重
県
下
の
ア
ル
コ
ー
ル
医
療

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
専
門
病
棟
の
あ
る
病
院

が
２
箇
所
（
現
在
は
１
箇
所
）
で
、
精
神

科
側
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
医
療
の
広
が
り
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
内
科
側
で
は
、「
ア

ル
コ
ー
ル
問
題
を
考
え
る
三
重
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
」
に
所
属
す
る
１
人
の
内
科

医
と
は
緊
密
に
連
携
で
き
て
い
た
と
考
え

ま
す
が
、
他
に
は
離
脱
症
状
な
ど
で
困
り

果
て
た
事
例
等
の
紹
介
が
時
々
来
る
と
い

う
現
状
で
し
た
。

　

三
重
県
下
で
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
な

ど
を
扱
う
消
化
器
内
科
は
、
三
重
大
学
と

そ
の
関
連
病
院
が
中
心
で
し
た
。
三
重
大

学
の
３
つ
の
内
科
医
局
の
う
ち
、
２
つ
の

医
局
の
肝
臓
研
究
グ
ル
ー
プ
が
大
学
と
関

連
病
院
の
こ
れ
ら
の
消
化
器
科
の
医
師
を

組
織
し
て
い
ま
し
た
。
又
、
も
う
一
つ
の

内
科
医
局
に
は
緊
密
に
連
携
し
て
い
た
前

述
の
内
科
医
が
所
属
し
て
い
て
、
医
局
員

に
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
又
少
数

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
三
重
大
学
以
外
の

消
化
器
科
内
科
医
は
三
重
大
学
消
化
器
科

の
内
科
医
と
と
も
に
三
重
県
規
模
の
肝
臓

疾
患
の
症
例
検
討
を
行
う
研
究
会
を
持
ち

交
流
し
て
い
た
の
で
す
。

酒
は
百
薬
の
長
と
は
言
へ
ど
、

よ
ろ
ず
の
病
は
酒
よ
り
起
こ
れ
り

（一財）
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こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
が
、
三
重
県
ア

ル
コ
ー
ル
関
連
疾
患
研
究
会
設
立
の
機
運

を
高
め
て
き
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
三
重

県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
猪

野
亜
朗
Ｄ
ｒ
と
大
越
崇
Ｄ
ｒ
の
二
人
が
専

門
医
と
し
て
三
重
県
の
ア
ル
コ
ー
ル
医
療

を
牽
引
し
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
内
科
と
精
神
科
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
っ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
の
連
携
医
療
が
で
き
る
一
般
病
院

へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
平
成

８
年
１
月
27
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
４
月
に
赴
任
し
た
私
は
、
後

に
こ
の
渦
の
中
に
事
務
局
と
し
て
良
い
意

味
で
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

　

三
重
県
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
疾
患
研
究
会

は
、
代
表
幹
事
14
人
が
中
心
に
な
り
、
依

存
症
治
療
へ
の
動
機
付
け
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
し
た
。
事
業
の
概
要
と
し

て
は
、
年
に
２
回
、
三
重
県
内
の
北
勢
、

中
勢
、
南
勢
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
を
巡
回
し
な

が
ら
、
病
院
現
場
で
開
催
し
該
当
病
院
と

そ
の
地
域
の
医
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
看
護
師
、
保
健
師
等
が
参
加
。
ま

た
、
不
定
期
で
は
あ
る
が
、
介
入
技
法
講

座
を
開
催
し
地
域
で
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

へ
の
介
入
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
地
域
の
介
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

大
・
強
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
遅
れ
て
市
立
四
日
市
病
院

で
の
市
民
を
対
象
に
し
た
ア
ル
コ
ー
ル

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
発
展
し
て
現
在
、
四
日

市
地
区
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
を
考
え
る
集

い
を
年
３
回
開
催
（
市
立
四
日
市
病
院
、

県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
羽
津
病
院
）

輪
番
で
開
催
し
て
お
り
、三
重
モ
デ
ル（
四

日
市
モ
デ
ル
）
と
し
て
全
国
に
先
駆
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
で
き
た
の
で

す
。

活
動
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
現
在
、
四
日
市
地
区
ア
ル
コ
ー
ル
と

健
康
を
考
え
る
集
い
を
年
３
回
開
催

す
る
。（
こ
こ
数
年
は
２
回
）

２
．
連
携
医
療
に
関
す
る
研
究
活
動
・
学

会
発
表･

投
稿
・
出
版
を
積
極
的
に

行
う
。

３
．
全
国
規
模
の
連
携
医
療
推
進
の
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
管
理
運
営
。

４
．
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
の
一
環
と
し
て
飲

酒
運
転
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
調
査

活
動
を
行
う
。

５
．
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

飲
酒
に
関
す
る
研
究
に
協
力
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
２
つ
の
組
織
で
の
活
動

を
軸
に
20
年
余
り
続
け
て
き
て
、
三
重
モ

デ
ル
と
全
国
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
の
で
す

が
、
中
々
全
国
展
開
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
な
閉
塞
感
の
あ
る
状
況
の
時

に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
２
０
１
０
年
５
月
21
日
、「
ア

ル
コ
ー
ル
の
有
害
使
用
低
減
に
関
す
る
世

界
戦
略
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ル
コ
ー
ル
世
界
戦
略
は
事
務
局

案
か
ら
、
理
事
会
案
へ
、
そ
し
て
つ
い
に

総
会
決
議
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日

本
を
含
め
た
加
盟
国
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

世
界
戦
略
の
実
施
状
況
を
３
年
後
の
Ｗ
Ｈ

Ｏ
総
会
に
お
い
て
報
告
す
る
義
務
が
課
さ

れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
翌
日
、
猪
野
亜
朗
Ｄ
ｒ
が
Ａ
Ｓ

Ｋ
（
ア
ル
コ
ー
ル
薬
物
問
題
全
国
市
民
協

会
）
の
今
成
知
美
代
表
へ
連
絡
し
「
基
本

法
を
つ
く
ろ
う
」
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
た
の
が
最
初
で
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
が
決
定
し
た
ア
ル
コ
ー
ル

世
界
戦
略
は
、
猪
野
亜
朗
Ｄ
ｒ
等
４
人
の

精
神
科
医
が
和
訳
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
た

が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ア
ル
コ
ー
ル
世
界
戦
略
が

日
本
に
定
着
す
る
に
は
、
日
本
の
現
状
を

大
き
く
転
換
す
る
国
家
的
努
力
が
必
要
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
法
の
よ
う

な
、
日
本
版
の
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
対

策
基
本
法
の
成
立
が
不
可
欠
と
な
っ
た
の

で
す
。

　

そ
し
て
、
３
つ
の
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
学

会
（
日
本
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
学
会
・

日
本
ア
ル
コ
ー
ル
・
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
医

学
会
・
ア
ル
コ
ー
ル
薬
物
依
存
関
連
学

会
）
と
全
国
断
酒
連
合
会
、
Ａ
Ｓ
Ｋ
が
中

心
と
な
り
「
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
基
本

法
推
進
ネ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
三
重
県
内
で
は
猪
野
亜
朗
Ｄ
ｒ

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
２
０
１
０
年

三
重
県
ア
ル
コ
ー
ル
疾
患
研
究
会
が
第
62

回
保
健
文
化
賞
の
団
体
の
部
で
受
賞
し
た

２
０
０
万
円
を
投
入
し
て
、
基
本
法
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
や
「
基
本
法
制
定

を
願
う
集
い
ｉ
ｎ
名
古
屋
」
を
愛
知
県
と

の
共
同
で
開
催
し
、
大
阪
→
岡
山
→
大
分

→
東
京
へ
と
リ
レ
ー
開
催
の
足
掛
か
り
を

作
っ
た
の
で
す
。

　

三
重
県
民
は
全
国
の
中
で
も
県
内
の
賛

同
団
体
を
最
も
多
く
集
め
て
貢
献
し
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
超
党
派
の
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
議
員
連
盟
の
中
川
正
春
会
長
代
行
の

貢
献
度
も
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

　

結
果
、
各
都
道
府
県
で
賛
同
団
体

３
７
１
団
体
、
賛
同
議
員
１
０
８
名
、
11

道
県
１
市
が
国
に
意
見
書
を
ま
と
め
、
提

出
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
11
月
20
日
17
時
10
分
、
衆

議
院
内
閣
委
員
会
が
、
議
連
の
草
案
を
委

員
会
提
出
の
法
律
案
と
す
る
こ
と
を
全
会

一
致
で
採
択
し
、
翌
11
月
21
日
13
時
50

分
、
衆
議
院
で
可
決
。
参
議
院
本
会
議
で

参
議
院
議
長
か
ら
「
投
票
の
結
果
を
報

告
し
ま
す
。
投
票
総
数
１
７
７
、
賛
成

１
７
７
、
反
対
０
、
よ
っ
て
本
案
は
全
会

一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
！
」
と

の
一
声
が
あ
っ
た
の
は
、
２
０
１
３
年
12

月
７
日
の
０
時
25
分
で
し
た
。

　

関
係
団
体
が
基
本
法
制
定
に
向
け
て
活

動
を
始
め
て
３
年
余
り
、
つ
い
に
、
日
本

の
ア
ル
コ
ー
ル
医
療
・
福
祉
対
策
の
歴
史

三
重
県
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
疾
患

研
究
会

四
日
市
地
区
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康

を
考
え
る
集
い

「
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策

基
本
法
案　
可
決
」

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ア
ル
コ
ー
ル
有
害
使
用

低
減
に
関
す
る
世
界
戦
略

三
重
県
民
は
、
内
容
・
支
援
の

両
面
で
基
本
法
制
定
に
貢
献
！

基
本
法
が
成
立
し
た
プ
ロ
セ
ス
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的
・
画
期
的
な
記
念
の
日
と
な
っ
た
の
で

す
。
こ
の
法
律
は
、
様
々
な
立
場
の
人
の

熱
意
と
協
働
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
立
し

た
の
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
対
策
の
基
本
理
念
を
示

し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
責
務
を

定
め
た
の
が
「
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対

策
基
本
法
」
で
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
酒
類
が
国
民
の
生
活
に

豊
か
さ
と
潤
い
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と

と
も
に
、
酒
類
に
関
す
る
伝
統
と
文
化
が

国
民
の
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
一
方

で
、
不
適
切
な
飲
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

障
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル

コ
ー
ル
健
康
障
害
は
、
本
人
の
健
康
問
題

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
へ
の
深

刻
な
影
響
や
重
大
な
社
会
問
題
を
生
じ
さ

せ
る
危
険
性
が
高
い
の
で
正
し
い
知
識
と

予
防
啓
発
が
重
要
で
す
。

　

さ
て
、
２
０
１
３
年
12
月
に
議
員
立
法

で
制
定
さ
れ
た
「
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害

対
策
基
本
法
」
は
、
関
係
者
会
議
で
の
長

い
討
議
を
経
て
、
内
閣
府
に
ア
ル
コ
ー
ル

健
康
障
害
対
策
基
本
法
推
進
準
備
室
が
発

足
し
、
２
０
１
４
年
６
月
１
日
に
施
行
さ

れ
11
月
10
日
～
16
日
ま
で
が
啓
発
週
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
障
害
と
、
飲

酒
運
転
・
暴
力
・
自
殺
等
の
関
連
問
題
の

発
生
・
進
行
・
再
発
の
防
止
を
目
指
し
て

お
り
、
当
初
の
５
年
間
に
、
47
都
道
府
県

の
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
、
都
道

府
県
に
そ
れ
ぞ
れ
１
箇
所
以
上
の
相
談
拠

点
と
専
門
医
療
機
関
が
つ
く
ら
れ
、
地
域

連
携
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
は
、
健
康
障
害

以
外
に
も
傷
害
事
件
、
交
通
事
故
、
自
殺
、

Ｄ
Ｖ
、
胎
児
へ
の
影
響
等
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
の
陰
に
隠
れ
て
お
り
、
早
期
発
見
と
介

入
を
進
め
る
た
め
に
は
、
多
機
関
・
多
職

種
に
よ
る
「
連
携
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
制
定
さ
れ
た
基
本
法
は
日
本
の

ア
ル
コ
ー
ル
医
療
・
福
祉
対
策
の
歴
史
的

画
期
的
な
出
来
事
で
す
が
、
こ
の
法
は
理

念
法
な
の
で
具
体
化
さ
れ
て
初
め
て
実
効

性
を
持
ち
ま
す
。

　

基
本
法
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害

に
係
る
国
、
地
方
公
共
団
体
、
酒
類
の
製

造
、
販
売
の
事
業
者
、
国
民
、
医
師
等
、

健
康
増
進
事
業
実
施
者
の
責
務
が
決
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
10
に
渡
る
基
本
的
施
策

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
関
係
省
庁
に
よ
る
推

進
会
議
、
専
門
家
や
当
事
者
等
の
関
係
者

に
よ
る
関
係
者
会
議
が
設
立
さ
れ
２
年
以

内
に
基
本
計
画
を
決
定
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
三
重
県
で
は
平
成
29
年
３
月
に
鳥
取

県
に
次
い
で
２
番
目
に
推
進
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

図
に
示
す
よ
う
に
、
基
本
理
念
の
も
と

３
つ
の
基
本
方
針
と
６
つ
の
重
点
課
題
を

基
本
的
な
構
造
に
設
定
し
「
多
機
関
連

携
」
を
重
視
し
て
あ
り
ま
す
。

３
つ
の
基
本
方
針

①
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
の
発
生
・
進

行
・
再
発
を
防
止
し
ま
す
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
当
事
者
と
そ
の

家
族
を
支
援
し
ま
す
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
関
連
し
て
生

じ
る
飲
酒
運
転
、
暴
力
、
虐
待
、
自
殺

等
の
問
題
に
関
す
る
機
関
と
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

６
つ
の
重
点
課
題

①
飲
酒
に
伴
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
の

普
及
を
啓
発
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障

害
の
発
生
を
予
防
す
る

②
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
の
早
期
発
見
・

早
期
介
入

③
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
当
事
者
、
家
族
へ

の
支
援
体
制
の
整
備

④
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
治
療
体
制
の
整
備

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
に
対
応
で
き
る

人
材
の
育
成

⑥
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
に
対
す
る
調
査

研
究
の
推
進

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策

基
本
法
と
は

三
重
県
の
推
進
計
画
の
概
要

啓
発
週
間（
11
月
10
日
～
16
日
）

三
重
県
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害

対
策
推
進
計
画
（
平
成
29
年
度

～
令
和
３
年
度
）
の
概
要
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精神科病院のソーシャルワーカーとして、当事者・家族の支援に携わり、
また、三重県アルコール関連疾患研究会の事務局として活動にも取り組み、
アルコール依存症の早期発見・介入方法について県内の内科と専門病院と
の連携を推進してきた。一方、コミュニケーションを妨げる要因の一つで
ある「怒りの感情」に注目し、「怒りの連鎖を断ち切る」べく、アンガーマ
ネジメントファシリテーターとして、県内各地の事業所の職員約８５００
名を超える県民に参加型のセミナーを行っている。

山
やま

元
もと

孝
こう

二
じ

プロフィール
三重県立こころの医療センター地域生活支援部技師長
兼 ユースメンタルサポートセンター長
精神保健福祉士・社会福祉士

三
重
県
推
進
計
画
の
特
色

　

三
重
県
推
進
計
画
で
は
、
治
療
体
制
の

整
備
に
お
い
て
図
の
よ
う
に
「
三
層
構

造
」
を
明
示
し
、
県
全
体
の
核
と
な
る
専

門
医
療
機
関
に
加
え
、
精
神
医
療
圏
域
毎

の
専
門
医
療
機
関
、
さ
ら
に
は
市
町
毎
に

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治
療
に
対
応
で
き

る
医
療
機
関
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
依
存
症
治
療
拠
点
病
院
と
し

て
三
重
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
榊
原
病

院
、
専
門
機
関
と
し
て
、
松
阪
厚
生
病

院
、
南
勢
病
院
、
総
合
心
療
セ
ン
タ
ー
ひ

な
が
、
か
す
み
が
う
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
選

定
さ
れ
連
携
強
化
と
取
り
組
み
の
情
報
発

信
と
多
機
関
、
多
職
種
で
の
研
修
や
一
般

向
け
の
啓
発
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
の
各
都
道
府
県
で
続
々
と

推
進
計
画
が
で
き
つ
つ
あ
る
の
で
す
が
、

三
重
県
の
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

①
「
四
日
市
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
を
考
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
多
機
関
連
携
モ

デ
ル
と
し
て
全
国
に
さ
ら
に
発
信
し
て

い
く

②
自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の
財
政
的
支
援
（
三

重
県
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
受
診
後

支
援
モ
デ
ル
事
業
）

③
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
（
０
）
を
目
指
す
三
重

県
条
例
の
強
化
（
平
成
25
年
７
月
１
日

施
行
）

④
啓
発
活
動
た
め
の
県
の
予
算
化

⑤
一
般
医
療
機
関
と
依
存
症
治
療
拠
点
病

院
・
専
門
機
関
と
の
連
携
強
化

お
わ
り
に

ICDとは？
　「疾病及び関連保健問題の国際統計分類：International Statistical Classification of Diseases and 
Related Health Problems（以下「ＩＣＤ」と略）」とは、異なる国や地域から、異なる時点で集計
された死亡や疾病のデータの体系的な記録、分析、解釈及び比較を行うため、世界保健機関憲章に
基づき、世界保健機関（ＷＨＯ）が作成した分類である。
　最新の分類は、ＩＣＤの第１０回目の改訂版として、１９９０年の第４３回世界保健総会におい
て採択されたものであり、ＩＣＤ－１０（１９９０年版）と呼ばれている。
　現在、我が国では、その後のＷＨＯによるＩＣＤ－１０のままの改正の勧告であるＩＣＤ－１０

（２００３年版）に準拠した「疾病、傷害及び死因の統計分類」を作成し、統計法に基づく統計調
査に使用されるほか、医学的分類として医療機関における診療録の管理等に活用されている。

（厚生労働省 HP より参照　https://www.mhlw.go.jp/toukei/sippei/index.html）

　

平
成
８
年
か
ら
総
合
病
院
と
専
門
治
療

機
関
と
の
連
携
を
模
索
し
、
活
動
を
進
め

て
き
た
三
重
県
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
疾
患
研

究
会
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基

本
法
が
成
立
し
た
こ
と
で
一
定
の
役
割
は

終
え
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
県
内
外
で
ま
だ
ま
だ
飲
酒

に
伴
う
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
依
存
症
治
療
拠
点
病
院
と
専
門

機
関
が
連
携
し
、
関
係
機
関
等
と
の
多
職

種
連
携
を
よ
り
一
層
の
強
化
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
問
題
を
少
し
で
も
減
ら
し
て

い
く
努
力
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

診　断
ICD-10：アルコール依存症を診断します

過去一年間に次の事がありましたか
1. 飲酒したいという強い欲望、または脅迫感がある ……………… □はい　□いいえ

例：ちょっとした刺激で飲酒欲求が非常に強くなる。
　　医師から、節酒、断酒を指示されて守ろうと頑張るが、守れない。
　　ダメとわかっていて、飲酒運転を繰り返してしまう。
　　隠れてでも飲みたくなる。
　　仕事が終われば、待ちきれないように飲む。

2. 飲酒開始、飲酒終了、飲酒量のどれかのコントロールが困難である
 …………………………… □はい　□いいえ

例：開始時間：朝から飲んでしまう。仕事中でも飲み始めてしまう。
　　終了時間：次の日に支障が出るほど、遅くまで飲んでしまう。
　　飲酒量：量をコントロールしようとするが、抑えがたい飲酒欲求のためできない。

3. 飲酒を中止または減量した時の生理学的離脱状態がある
 …………………………… □はい　□いいえ

例：手指の震え、発汗、不眠、吐き気、イライラ、幻覚、痙攣当の離脱症状があり、その不快さを
避けようとして飲酒する。

　　これらの症状が、飲酒を止めると出現するが、飲むと軽減する。

4. 飲酒の耐性がある（耐性：当初飲んでいた量より多く飲まないと酔えなくなる）
 …………………………… □はい　□いいえ
例：飲み始めの頃の1.5 倍以上飲まないと、酔えない。

5. 飲酒のために他の楽しみや趣味を次第に無視するようになり、
飲んでいる時間が多くなったり、酔いから醒めるのに時間を要するようになる
 …………………………… □はい　□いいえ
例：飲酒中心の生活で、多様な暮らし方が出来ない。

6. 明らかに有害な結果が起きているのに、飲酒する ……………… □はい　□いいえ
例：飲酒による臓器障害、抑うつ気分状態、認知機能の障害がある。
　　上記の心身の有害な結果があると分かっていて、依然として飲酒する。

3項目以上
2項目以下

「アルコール依存症」 → 断酒が必要です
「危険な飲酒」 → 節酒が必要です。

判 定

参考資料


